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平成 2年度の魚病診断結果 
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 平成 2 年 4 月から平成 3 年 3 月までに養殖魚および種苗生産や中間育成時に発生する病害について,

試験場に持ち込まれた検体と養殖場を巡回調査した結果を表 1・2にまとめた。 

 内水面における診断件数はアユ63件,ウナギ34伴およびアマゴ21件となり総件数は118件であった。

海面における診断件数はブリ 42件,ヒラメ 18 件およびその他魚類 27件となり総件数は 87 件であった。 
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表 1 平成 2年度魚病診断結果（淡水魚） 
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表 2 平成 2年度魚病診断結果（海産魚） 

 


